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554,805 554,805 0

1 R5_補正 低所得 ○
非課税世帯臨時追加給付金【物
価高騰対策給付金】

－ 284,818 284,818 0

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の
方々の生活を維持する。
②低所得世帯への給付金及び事務費
③給付金額　　R５年度分の住民税非課税世帯　4000世帯×70千
円
事務費　　4818千円
事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料等）　人件
費　として支出]
④R５年度分の住民税非課税世帯　（4000世帯）

R6.2 R6.3 保護課

2 R5_予備 一体支援 ○
均等割のみ世帯への臨時特別給
付金事業【物価高騰対策給付金】

－ 122,895 122,895 0

①物価高が続く中で住民税均等割のみ課税世帯への支援を行う。
②住民税均等割のみ課税世帯への給付金及び事務費
③給付金額　　R５年度分の住民税均等割のみ課税世帯　1200世
帯×100千円
事務費　　2895千円
事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料等）　人件
費　その他　として支出]
④R５年度分の住民税均等割のみ課税世帯　（1200世帯）

R6.3 R6.3 市民福祉課

3 R5_予備 一体支援 ○
低所得者世帯臨時特別給付金子
ども加算給付事業【物価高騰対策
給付金】

－ 38,050 38,050 0

①物価高が続く中で子育てをしている低所得世帯への支援を行う。
②子育てをしている低所得世帯への給付金及び事務費
③給付金額
　R５年度分の住民税非課税世帯の子供の人数　550人×50千円
　R５年度分の住民税均等割のみ課税世帯の子供の人数　200人×
50千円
事務費　　550千円
事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料等）　人件
費　として支出]
④R５年度分の住民税非課税世帯の子供の人数　（550人）
　 R５年度分の住民税均等割のみ課税世帯の子供の人数（200人）

R6.2 R6.3
いきいろ子ども

未来課

10 R5_補正 推奨事業 ○
生活応援プレミアム付き商品券発
行事業

③消費下支
え等を通じ
た生活者支

援

80,794 80,794 0

①生活物資高騰の影響を受けている市民生活と市内経済の活性化
を図る。
②発行する商品券のプレミアム分及び換金手数料、印刷費、人件
費などの事務費を補助金として交付。
③プレミアム分1,000円×70,000セット＝70,000千円
換金手数料 4,200千円、事務費　6,594千円
④市民全員

R5.12 R6.3 商工振興課
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11 R5_補正 推奨事業 ○ 飼料価格高騰緊急対策事業

⑥農林水産
業における
物価高騰対

策支援

2,115 2,115 0

①飼料価格等の高騰が続く中、畜産農家へ支援を行うことにより経
営の安定化を図る。
②畜産農家への補助及び事務費
③補助額　配合飼料価格安定制度生産者積立金に対し200円/ｔを
支援
(1)R5配合飼料年間契約数量　10,300t×200円＝2,060,000円
(2)事務費　110円×500件＝55,000円
合計 (1)+(2)＝2,115,000円
④R5配合飼料価格安定制度に加入する畜産農家

R5.4 R6.3 農林課

12 R5_補正 推奨事業 ○ 肉用牛経営緊急支援事業

⑥農林水産
業における
物価高騰対

策支援

20,340 20,340 0

①物価高騰に起因した肉用子牛価格の急激な下落により、経営が
圧迫されている繁殖農家に対し、経費の一部を支援し経営の安定
化を図る。
②和子牛生産者に対する補助及び事務費
③補助額
(1)国事業の発動基準価格と九州・沖縄ブロック平均価格との差額
の1/8を支援・・・15,072,100円
(2)九州・沖縄ブロック平均価格が全国平均価格を下回った場合の
差額の1/8を支援・・・5,157,600円
(3)事務費　110円×1,000件＝110,000円
合計　(1)+(2)+(3)≒20,340,000円
④事業期間内に市場で販売を行った和子牛生産農家

R5.4 R6.3 農林課

13 R5_補正 推奨事業 ○
肉用牛肥育経営安定特別対策事
業

⑥農林水産
業における
物価高騰対

策支援

1,793 1,793 0

①飼料価格等の高騰及び枝肉単価の低迷により、畜産経営が逼迫
する肥育農家に対し、経費の一部を支援し経営の安定化を図る。
②肉用牛肥育農家への補助及び事務費
③補助額　肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）生産者
積立金1/4のうち長崎県と同額の1/6以内（上限1,620円/頭）を支援
(1)生産者頭数　1,100頭×1,620円/頭＝1,782,000円
(2)事務費　110円×100件＝11,000円
合計　(1)+(2)＝1,793,000円
④肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）に加入する肥育
農家

R5.4 R6.3 農林課
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14 R5_補正 推奨事業 ○ 観光交通インフラ緊急支援事業

⑧地域公共
交通・物流
や地域観光
業等に対す

る支援

4,000 4,000 0

①物価等高騰の長期化の影響により、重要な観光インフラである貸
切バス事業者およびレンタカー事業者の経営が厳しい状況にある
為、支援を行うことで、事業の経営と保有台数の維持を図る。
②貸切バス事業者およびレンタカー事業者への補助金及び事務費
③・貸切バス：1台あたり80,000円×20台＝1,600,000円
　 ・レンタカー：1台あたり10,000円×239台＝2,390,000円
　 ・事務費：10,000円
④貸切バス事業者、レンタカー事業者

R6.1 R6.3 観光課


